
城隍廟（新竹北門大街）

新竹都城隍廟（新竹北門大街）

市場と信仰の融合したスポットで
台湾の民俗文化を学ぶ
新竹北門大街にある市場には、新竹の町を守る神様「城
隍」の廟があります（正式名称「新竹都城隍廟」）。18世紀
から19世紀にかけて、台湾北部には現在の台北、桃園、新
竹、苗栗などの広い範囲を管轄する行政区画・淡水庁が置
かれていました。新竹はこの淡水庁の政庁が置かれていた
町で、現在の北門大街一帯はかつての淡水庁の官庁街で
あったと言われています。この場所に初めて城隍廟が建て
られたのは1748年のことでした。以降大正期までに7回の
補修・拡張を経て現在に至ります。廟を囲む市場を抜けた
先には香炉のならぶ広場があり、広場から武神の絵が描か
れた大きな扉をくぐると廟のエリアに入ることができます。
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広場から門を入ってすぐのスペースは、供え
物や各種受付のスペースです。右手にある
長いひげに背の高い神像が謝将軍、左手の
背が低く黒い顔の神像が范将軍で、いずれ
も死者を導く冥界の神様です。この廟の主
神である城隍は正面の主殿に鎮座して廟全
体を見渡しています。祭壇の両側にある電
球のタワーは光明灯といい、信徒がお布施
をしてその年の平安無事を祈るものです。
城隍の祭壇の裏には奥の間にあたる後殿が
あります。そこでは城隍の夫人と息子たち
（大少爺、二少爺）がまつられています。城
隍夫人の右手の註生娘娘は子宝の神様で、
台湾ではよくまつられている神様です。

祀られている神様はどんな神様？

2.
台湾の廟は道教、仏教、儒教の信仰がミッ
クスされた民俗信仰の場所です。城隍廟に
まつられている神様は各宗教の要素がミッ
クスされた典型といってよいでしょう。城隍
とは本来都市を囲む城壁と堀を指し、城隍
への祭祀はもともと儒教的な年中行事の一
つだったといわれます。ところが時代が下る
につれ城隍は人間の姿をした神様として理
解されるようになり、さらに道教的な神様で
ある天帝の部下として都市などの行政区画
の安全を掌り、同時に仏教的な世界観であ
る地獄へ死者を導く神様であると考えられ
るようになっていきました。細い通路を挟ん
だ城隍廟の隣には弥勒菩薩（中華圏では一
般に布袋の姿をしています）と観音菩薩がま
つられ、城隍とともに厚い信仰を集めていま
す。

城隍廟はどの宗教の施設なの？

1.

城隍廟をとりまく市場でよく売られているの
が貢丸（コンワン）という肉団子と米粉（ビー
フン）です。日本でもよく食べられるビーフン
は実は台湾語です。台湾は清代より砂糖と
米が二大作物として知られていました。ビー
フンは米を水に浸してデンプンを抽出し、そ
のデンプンに水を加え麺に練り上げて乾燥
させるという工程で加工されます。水が豊富
で冬場に冷たい風の吹く新竹は、ビーフンの
加工や乾燥に適しており、台湾有数のビーフ
ン産地になりました。一方、豚肉をミンチに
した肉団子の貢丸が新竹名物になった背景
は定かではありません。かつては米ぬかを豚
の飼料によく用いていたことから、一説には
ビーフン生産の副産物として養豚が盛んに
なったためではないかとも言われています。

新竹がビーフンと肉団子の名産地
になった背景は？

3.
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https://taiwan-shugakuryoko.jp/spot_north/2083/
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